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高エネルギー電子・ガンマ線観測装置 (CALET)は 2015年 8月 19日にHII-B/HTV５号機によって打ち上げ
られ、現在は国際宇宙ステーションの日本実験棟「きぼう」にて観測を行っている。CALETにはガンマ線バー
スト (GRB)の観測を主目的とした CALETガンマ線バーストモニター (CGBM)が搭載されている。CGBMは
LaBr3(Ce)結晶を用いた硬 X線モニター (HXM)２台、BGO結晶を用いた軟ガンマ線モニター (SGM)1台の全
3台の検出器によって構成されている。CGBMは 2種類のシンチレータを搭載することで、X線、ガンマ線に
対して 7 keVから 20 MeVという広エネルギー帯域によるGRB観測を実現している。CGBMは日本時間 2015
年 10月 6日午前 0時に試験観測を開始し、2015年 11月現在、軌道上でのキャリブレーション、運用パラメー
タの調整を行っている。この間に GRB151006Aと GRB151107Bの 2例の GRBを機上トリガーにより検出し、
Gamma-ray Coordinates Network(GCN)に報告した。GRB151006Aは Swift/BATや Fermi/GBMなどの複数
の衛星が検出しており、CGBM/SGMにおいても検出した。また GRB15107Bは Fermi/GBMによって検出さ
れ、CGBMの全検出器において検出した。本発表では、CGBMが検出したGRBの解析結果について報告する。


